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「奈良県福祉・介護事業所認証制度」取得に向けた支援（チャレンジ事業所支援）

奈良県では、福祉・介護人材の確保を目的として、平成２８年１２月から「奈良県福祉・介護事業所認証制度」の運用を開始

しました。職員の人材育成や処遇向上等につながる基準をクリアした福祉・介護事業所を知事認証し、公表する制度です。

学生や求職者の方が、知りたい情報を随時閲覧でき、福祉・介護の仕事を選択でき、安心して就職できる事業所を広く紹介

してまいります。今回は面談について特集いたします。
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ならチャレンジレター 令和６年度 第４号

【お問い合わせ先】奈良県福祉医療部 医療・介護保険局 地域包括支援課 福祉人材確保・育成係
【TEL】0742-27-8039 【ホームページ】www3.pref.nara.jp/fukushikaigo/

【チャレンジレターアーカイブ】www3.pref.nara.jp/fukushikaigo/item/1185.htm#itemid1185 

チャレンジ宣言

小規模事業所向け認証制度

チャレンジ事業所に申請し

ます。

奈良県では、小規模事業所のご支援プログラムを設けており、無料で無理なく認証取得に向けた準備を行うことが可能です。

県ホームページ掲載 無料診断・相談 認証取得に向け準備 認証取得

奈良県のホームページに認

証にチャレンジしている事

業所である旨を掲載します。

専門家（県からの委託）が

ご訪問し、認証取得に向け

た無料相談に対応します。

認証取得に向けた体制整備、

制度の周知発信などに取り

組んでいただきます。

認証基準をクリアすること

で、認証事業所となり、改

めて県HPに掲載いたします。

「奈良県福祉・介護事業所認証制度」は、福祉人材の確保・定着を目的としていますが、よりよい活用方法を目指していく

ことで、サービスの質の向上や福祉・介護サービスの安定的な事業運営にもつなげていくことができます。

是非、今後の法人運営のツールとして、効果的に活用いただければ幸いです。ご不明点等は、お気軽にお尋ねくださいませ。

面談に期待できる効果

上司・部下間で面談を実施することで期待できる効果は、主に『相互理解』『部下の意欲向上』『部下の成長支援』があり

ます。面談を通して、部下・上司の思いや考えを共有し互いにそれらを理解する、そして成長につながるポイントを部下に

理解してもらうことで、面談を人材育成につなげる取り組みの1つにすることが可能です。

面談後のフォロー

部下が上司や会社への意見・要望があった場合、自分の一存では回答できない内容は上層部に相談する・会議にかけるなど何

らかの対応をすることが重要となります。また、本人の希望に沿う結果にならなくても、結果の内容と「意見を出してくれた

こと」への感謝をぜひ伝えてみてください。

部下が個人的な悩みを打ち明けてくれた場合、内容を記録し中長期的にフォローする必要があります。他の社員や会社側の協

力が必要だと判断した場合は、まず本人に伝え、その解決策で良いか、どこまで伝えて良いかを確認し、面談以外でも定期的

に話す時間を設けるなど、解決に向けて共に歩む姿勢を示してみてください。

面談で有効なテクニック

面談をよりよく進める上で重要となるのが、

『部下を承認する』ということです。面談を受

ける部下が思っていることは努力を認めてほし

い、能力があることをわかってほしい等の承認

されたい・報われたいという思いが必ずありま

す。また、面談時だけではなく、日頃から部下

との意思疎通を図っておくことで、人事考課の

納得性も高めることも可能となります。
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